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『専修大学商学部50年小史』編集後記
専修大学商学部は平成27（2015）年に商学教育110
年・商学部創立50周年を迎えました。この記念の年を
迎えるにあたって，商学部では平成24年9月に商学部
創立50周年記念事業実行委員会を立ち上げました。そ
の記念事業の一環として『専修大学商学部50年小史』
（以下，小史とする）を編纂することとなりました。
商学部の50年の歩みを記録として残すことによって，
未来に向けてのさらなる学部教育改善のよすがにしよ
うとの願いからでした。
小史は，通史編，資料・統計編，年表によって構成
されています。小史をまとめるにあたって留意した点
は，50年間の商学部教育の歩みをカリキュラムの改
正・教育システムの改善等学部改革を軸に，資料にも
とづいてできるだけ詳細に書き記すことでありまし
た。また学部の発展の側面だけでなく負の歴史も併せ
て記すことにしました。過去を真摯に受けとめること
によって，はじめて未来への展望をもつことができる
と考えたからです。
通史編では，商学教育110年の歩みを確認するため
に創立前史から始めました。本史の叙述は創立から
1980年代までの商学部形成・発展期と，1990年代の世
紀端境期を経て2000年代の改革の時代に分けることが
できます。前者では，商業学科と会計学科の二本柱が
整い，それをベースに急膨張する学生への教育体制の
構築が描かれ，同時にその拡大発展が構造的に多くの
矛盾を内包していったことが記されています。後者で
は，1990年代の大学を取り巻く環境の変化と，昭和63
（1988）年に生起した「無学籍学生問題」をきっかけ
に自己改革へと向かう商学部の姿が描かれ，さらに平
成5（1993）年に教授会に提出された長期構想委員会
の答申「新しい商学部の教育方針と新学科体系」を基
点に，そこで播かれた種が平成12年の改革以降10年を
かけて結実していく様が叙述されています。
今回の小史編纂にあたって強く意図したのは資料編
を充実させることでした。資料編は大きく二つの部分
で構成されています。資料編の中心部分は，学部設置
申請書にはじまり，カリキュラム改正，教育システム
の改善等改革の軌跡を語る資料群，学部運営の民主化
を示す資料群が収録されています。スペースの関係
で，これらの資料は原資料を PDF 版にして掲載しま
した。活字が小さく読みにくくなりましたが，小史は
ネット上で公開されています専修大学リポジトリの
『専修商学論集』101号（商学部創設50周年記念号）に
所載されていますのでご参照いただければ幸甚です。
資料編の後半には，学内誌『ニュース専修』から
「ヒト」にスポットライトをあてた記事を転載しまし
た。大学は「ヒト」と「ヒト」との出会いの「場」で
あり，教職員と学生が幾多の交わりをもち，影響し合
い，また切磋琢磨しあう「場」です。その「場」で教
育を担当する者，またそこで育っていく学生や卒業生
の姿を『ニュース専修』の記事から垣間見ようとした
わけです。統計編に掲載した資料が示しますように，
商学部は多いときには1万人を超え，近年でも5,000人
を超える志願者が毎年受験し，700～800人が入学しま
す。1部・2部合わせると3,700～3,800人の学生が学
び，商学部の卒業生は5万人ちかくになります。その
なかから資料編に転載した「ヒト」はほんの僅かで
す。けれども，その姿には多くの学生・卒業生に共通
するものが浮かび上がってきます。自分の目標に向
かって着実に努力し，歩んでいく姿に創立以来50年に
わたる商学部教育の成果が現れているように思われま
す。
いずれにせよ，通史編，資料編をお読みいただき，
50年間積み重ねられてきた商学部の軌跡のなかから，
学部教育改善に向けての教授会のエネルギーを感じ
取って頂ければ望外の喜びに存じます。
最後となりましたが，ご多忙のなか祝辞を賜った矢
野建一学長，学部長時代の思い出を寄稿してくださっ
た小島崇弘，松原成美，大西勝明の3名誉教授に心よ
り感謝申し上げます。
また，小史編纂にあたっては多くの方々にご協力を
賜りました。大学史資料課には資料収集から編集にい
たるまで数々のアドバイスを頂戴しました。学部教授
会資料の収集では教務課・大学院事務課にお世話にな
りました。細部に係わる教授会資料収集については，
各改革案作成時に中軸的役割を務められた内野明教
授，佐々木重人教授，渡辺達朗教授，難波利幸大阪府
立大学教授にご協力いただきました。また資料筆写で
は渡辺達朗ゼミナールの武田菜々さん，熊本聡野さ
ん，入村美帆さん，平野水稀さんに手伝ってもらいま
した。統計編作成では国際交流センター，エクステン
ションセンター，入学センターのお世話になりまし
た。広報課には『ニュース専修』からの転載を許して
いただきました。
そして何よりもこの小史刊行においてお世話になっ
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たのは専修大学出版局の相川美紀さん，笹岡五郎さん
です。編集，デザイン，印刷，製本にいたるまで，藤
原印刷の鈴木啓和さんと連携をとりながら小史刊行に
向けてご尽力いただきました。
このように多くのかたがたのご協力によって小史を
完成することができました。心より感謝申し上げます。
平成27年6月15日
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